
⻑⾨湯本温泉
エリア交通計画について

株式会社⽇本海コンサルタント

2018.7.17 第４回デザイン会議資料

⼈中⼼の道路空間構成（案）
【ベース図】第３回⻑⾨湯本温泉観光まちづくり推進会議資料より引⽤
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とらや前

Ｒショップ前

荒川食品前
足湯周辺

上流側
雁木広場周辺

シェアド・スペース（歩車共存）
※既存歩道との段差解消、舗装改修、ファニチャー整備

シェアド・スペース（歩車共存）
※舗装改修、ファニチャー整備

雁木広場前 ︓利活⽤箇所（オソト協議会検討中）
※それ以外の区間は荷捌きや⾞両すれ違いを考慮
※詳細な区間については社会実験で検証

右岸

左岸

八千代橋

千代橋

松声橋

曙橋

きらきら橋

荒川食品前

歩行者専用
（車両通行不可）

歩行者専用
（許可車・軽車両・
緊急車両除く）

歩車共存
（歩行者優先）

（車両対面通行）

護岸テラス

ボラード
（車止め）

＜提案のポイント＞

 右岸道路（国道～原田屋前）は歩行者専用化
（許可車等を除く）を基本とする。

 左岸道路は「対面通行」とし、道路上の利活用
を図るとともに、シェアド・スペースとすることで
クルマの速度抑制・通過交通抑制を図る。

とらや前
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⼭⼝県警察本部・⻑⾨警察署との協議（2018.6.20）

１）将来像について
 「歩ける温泉街」のコンセプトやその実現に向けたエリア交通計画の基本

的な考え⽅について概ね了承。

２）左岸（線路側）道路について
 道路幅員が狭いため、すでに法的には「駐⾞禁⽌」
 狭窄部を設けることについては了承。あわせて、法定外看板等によりクル

マの速度を抑制する⽅法を検討。
 夜間の視認性を含め、クルマが通⾏することを前提とした安全対策をデザ

イン会議で検討（狭窄部の⾞道部の舗装カラーを変えるなど舗装デザイン
含む）

 国道316号との交差部の安全対策は、今後、県⼟⽊も交えて協議。
 利活⽤部分の道路使⽤許可については、前例がないことから県警本部に持

ち帰り、⼭形県（あつみ温泉）の事例も踏まえて対応を検討。

３）右岸（恩湯側）道路について
 「歩⾏者専⽤」の規制をかけるべきかどうかについては、県警本部に持ち

帰り対応を検討。

４）社会実験について
 道路使⽤や交通規制に関連する内容については、早めに申請⼿続きを⾏う

こと。

①通過交通・速度抑制の考え⽅について
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左岸（線路側）道路においては「狭窄部」をできるだけ多く設けること
により、通過交通の抑制と⾃動⾞速度の低減を図る。

警察協議時に提案のあった「ハンプ」は、歩⾏者や⾞椅⼦等の通⾏に⽀
障があることから、社会実験で「狭窄部」を試⾏し、影響を検証する。

あわせて、国道316号交差部の道路線形を変えることで、国道側から少
し⼊りにくくし、通過交通は幹線道路を通⾏するよう促す。

▼「狭さく」の⼀例

千葉県鎌ケ谷市東初富地区（出典：http://blog.livedoor.jp/kouboukoutuu/?p=2、2013年4月）



国交省道路局平成28年3月31日通知、4月1日施行

①通過交通・速度抑制の考え⽅について
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一般部

狭窄部

⼀般部は、クルマのすれ違いを考慮し、⾞道幅員「4ｍ」とする
狭窄部は、⾞道幅員「3ｍ」あるいは最⼤⾞両幅「2.5ｍ」とし、⾞の

速度抑制や通過交通排除を図る ⇒ 現場で確認︕

車道3m or 2.5m

車道4m

物理的境界を置くべ
きかどうか︖（路⾯
デザインとあわせて
要検討）

②道路線形・断⾯について 〜断⾯構成イメージ〜
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（1/6）〜
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（2/6） 〜
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（3/6） 〜
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（4/6） 〜

※利活⽤の必要性を要検討



※ケータリングカーなども検討
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（5/6） 〜

※バス停活⽤を検討
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②道路線形・断⾯について 〜平⾯イメージ（6/6） 〜

※道路線形を少し変えて
国道316号から流⼊す
る⾞の速度低減を図る

※温泉街のエントランス
としての設え（モニュ
メントやシェアド・ス
ペース看板等）


